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はじめに

　この項目別問題集は、過去12年分（平成26年から令和７年）にそれ以前の重要な問題も
加えた本試験問題を掲載しています。
　文章問題は○×形式、計算・図表問題は本試験と同じ択一形式とし、おおむねテキスト
に記載されている順番に掲載していますので、次のように学習効率が抜群です。
　・テキスト順で効率よく学習できる
　・文章問題は〇×形式で、解ける、解けないが明確
　・出題年度、出題傾向が一目瞭然
　・正しい出題のされ方、誤りの出題のされ方が一目瞭然
　・隙間時間でも勉強しやすい

〔学習の進め方〕
　１．講義を受講する。
　２．�講義を受講後、その週のうちに講義範囲について、この「項目別問題集」を３回（構

造、法規は２回）以上解く。
　３．�各科目の講義が終わったあと、次の科目の講義期間中に、別冊の「年度別問題集」

（本試験７年分、本試験と同じ形式）を解く。
　これは、科目ごとに学習を進めるＴＡＣならではの最強の学習の進め方です。
　「項目別問題集」で効率よく、選択肢ごとに理解を深め、「年度別問題集」で本試験での
点数・実力の把握、忘れ防止、むらのない学習を図ります。

〔文章問題の見方〕

〔計算・図表問題の見方〕

この項目別問題集は、講義の際に必ず持参してください。

第１章　建築物に働く力
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14QH2006 
問題 

次の架構のうち、静定構造はどれか。 

 

 

H2006建築物に働く力	 ＢNo. 1 □□□

14AH2006 
解説  正答──４ 

設問の骨組を次図中の３つのポイントに着目して簡略化した上で、変形を

予測し、又は、代表的な静定構造である片持梁（片持梁系ラーメン・片持梁

系トラス）、単純梁（単純梁系ラーメン・単純梁系トラス）、３ヒンジラーメ

ンと比較して、静定構造・不静定構造・不安定構造を判断

する。 

代表的な静定構造よりも固定度（図参照）が１高ければ

一次不静定構造、固定度が２高ければ二次不静定構造と呼

ぶ。静定構造よりも固定度が低ければ不安定構造である。 

 

 

 

1.  

 

 

 

 

2.  

 

 

 

 

 

3.  

 

 

 

 

 

解　説

Check Boxカテゴリー 難易度（Ａ易、Ｂ中、Ｃ難）

出題年度・番号

第４章　不静定構造物

208

チェック No. 問　題 出題年度・番号 頻度 答 解　説 テキスト ランク

【第４章　不静定構造物】　第２節　耐震の基本理論� 【第４章　不静定構造物】　第２節　耐震の基本理論

□□□
建築物の固有周期は、質量が同じ場合、水平剛性
が大きいほど短い。

R0607

－3

R0307

－2
★★ 〇

建築物の固有周期は、質量が同じ場合、水平剛性が大きいほど短くなる。
P122 Ａ

□□□

１次の振動モードに対応する周期は、一般に、２
次の振動モードに対応する周期より長い。 R0607

－2
★★ 〇

各層の質量を各階の床レベルに集中させて、多層建築物を多質点系モデ
ルに置き換えた場合、質点の数と同数の振動モードが生じる。一次振動
モードの周期を「一次固有周期」といい、固有周期は、一次、二次、三次
と次数が大きくなるほど、短くなる。

P124 Ｂ

□□□
建築物の一次固有周期は、一般に、二次固有周期
に比べて長い。

R0307

－3
★★ 〇

同上。
P124 Ａ

□□□

地震動の応答スペクトルは、一般に、周期が長く
なると加速度は小さくなるが、変位は大きくなる
傾向にある。 R0607

－1
★★ 〇

応答スペクトルとは、ある地震動が建築物に作用して生じる加速度、速
度、変位の最大応答値と、建築物の固有周期との関係を表すものである。
建築物の固有周期が長くなると、加速度応答スペクトルは小さくなり、
速度応答スペクトルはほぼ一定で、変位応答スペクトルは大きくなる傾
向にある。また、いずれも建築物の減衰性が大きいほど小さくなる。

P126 Ａ

□□□
地震動の変位応答スペクトルは、一般に、周期が
長くなるほど小さくなる。

R0307

－1
★★ ×

同上。
P126 Ｂ

□□□

建築物は、その固有周期又はそれに近い周期で加
振される場合、一般に、減衰定数が大きいほど、
大きい振幅の振動が発生する。

R0607

－4
×

減衰とは、時間とともに振動が小さくなることで、建築物の減衰定数が
大きいほど、加速度、速度および変位の応答値はいずれも小さくなる。
建築物の固有周期に近い周期で加振される場合、共振現象をおこし、建
築物の揺れが増幅されるが、減衰定数が大きいほど、振幅は小さくなる。

P126 Ｂ

□□□

鉄筋コンクリート造建築物の内部粘性減衰の減衰
定数は、一般に、鉄骨造の建築物に比べて大きい。 R0307

－4
〇

内部粘性減衰は、材料の分子間摩擦による弾性域における減衰で、その
減衰定数は、一般に、鉄筋コンクリート造で３％程度、鉄骨造で２％程
度である。

P126 Ｂ
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第
４
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静
定
構
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チェック No. 問　題 出題年度・番号 頻度 答 解　説 テキスト ランク

【第４章　不静定構造物】　第２節　耐震の基本理論� 【第４章　不静定構造物】　第２節　耐震の基本理論

□□□
建築物の固有周期は、質量が同じ場合、水平剛性
が大きいほど短い。

R0607

－3

R0307

－2
★★ 〇

建築物の固有周期は、質量が同じ場合、水平剛性が大きいほど短くなる。
P122 Ａ

□□□

１次の振動モードに対応する周期は、一般に、２
次の振動モードに対応する周期より長い。 R0607

－2
★★ 〇

各層の質量を各階の床レベルに集中させて、多層建築物を多質点系モデ
ルに置き換えた場合、質点の数と同数の振動モードが生じる。一次振動
モードの周期を「一次固有周期」といい、固有周期は、一次、二次、三次
と次数が大きくなるほど、短くなる。

P124 Ｂ

□□□
建築物の一次固有周期は、一般に、二次固有周期
に比べて長い。

R0307

－3
★★ 〇

同上。
P124 Ａ

□□□

地震動の応答スペクトルは、一般に、周期が長く
なると加速度は小さくなるが、変位は大きくなる
傾向にある。 R0607

－1
★★ 〇

応答スペクトルとは、ある地震動が建築物に作用して生じる加速度、速
度、変位の最大応答値と、建築物の固有周期との関係を表すものである。
建築物の固有周期が長くなると、加速度応答スペクトルは小さくなり、
速度応答スペクトルはほぼ一定で、変位応答スペクトルは大きくなる傾
向にある。また、いずれも建築物の減衰性が大きいほど小さくなる。

P126 Ａ

□□□
地震動の変位応答スペクトルは、一般に、周期が
長くなるほど小さくなる。

R0307

－1
★★ ×

同上。
P126 Ｂ

□□□

建築物は、その固有周期又はそれに近い周期で加
振される場合、一般に、減衰定数が大きいほど、
大きい振幅の振動が発生する。

R0607

－4
×

減衰とは、時間とともに振動が小さくなることで、建築物の減衰定数が
大きいほど、加速度、速度および変位の応答値はいずれも小さくなる。
建築物の固有周期に近い周期で加振される場合、共振現象をおこし、建
築物の揺れが増幅されるが、減衰定数が大きいほど、振幅は小さくなる。

P126 Ｂ

□□□

鉄筋コンクリート造建築物の内部粘性減衰の減衰
定数は、一般に、鉄骨造の建築物に比べて大きい。 R0307

－4
〇

内部粘性減衰は、材料の分子間摩擦による弾性域における減衰で、その
減衰定数は、一般に、鉄筋コンクリート造で３％程度、鉄骨造で２％程
度である。

P126 Ｂ
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チェック No. 問　題 出題年度・番号 頻度 答 解　説 テキスト ランク

【第４章　不静定構造物】　第２節　耐震の基本理論� 【第４章　不静定構造物】　第２節　耐震の基本理論

□□□
建築物の固有周期は、質量が同じ場合、水平剛性
が大きいほど短い。

R0607

－3

R0307

－2
★★ 〇

建築物の固有周期は、質量が同じ場合、水平剛性が大きいほど短くなる。
P122 Ａ

□□□

１次の振動モードに対応する周期は、一般に、２
次の振動モードに対応する周期より長い。 R0607

－2
★★ 〇

各層の質量を各階の床レベルに集中させて、多層建築物を多質点系モデ
ルに置き換えた場合、質点の数と同数の振動モードが生じる。一次振動
モードの周期を「一次固有周期」といい、固有周期は、一次、二次、三次
と次数が大きくなるほど、短くなる。

P124 Ｂ

□□□
建築物の一次固有周期は、一般に、二次固有周期
に比べて長い。

R0307

－3
★★ 〇

同上。
P124 Ａ

□□□

地震動の応答スペクトルは、一般に、周期が長く
なると加速度は小さくなるが、変位は大きくなる
傾向にある。 R0607

－1
★★ 〇

応答スペクトルとは、ある地震動が建築物に作用して生じる加速度、速
度、変位の最大応答値と、建築物の固有周期との関係を表すものである。
建築物の固有周期が長くなると、加速度応答スペクトルは小さくなり、
速度応答スペクトルはほぼ一定で、変位応答スペクトルは大きくなる傾
向にある。また、いずれも建築物の減衰性が大きいほど小さくなる。

P126 Ａ

□□□
地震動の変位応答スペクトルは、一般に、周期が
長くなるほど小さくなる。

R0307

－1
★★ ×

同上。
P126 Ｂ

□□□

建築物は、その固有周期又はそれに近い周期で加
振される場合、一般に、減衰定数が大きいほど、
大きい振幅の振動が発生する。

R0607

－4
×

減衰とは、時間とともに振動が小さくなることで、建築物の減衰定数が
大きいほど、加速度、速度および変位の応答値はいずれも小さくなる。
建築物の固有周期に近い周期で加振される場合、共振現象をおこし、建
築物の揺れが増幅されるが、減衰定数が大きいほど、振幅は小さくなる。

P126 Ｂ

□□□

鉄筋コンクリート造建築物の内部粘性減衰の減衰
定数は、一般に、鉄骨造の建築物に比べて大きい。 R0307

－4
〇

内部粘性減衰は、材料の分子間摩擦による弾性域における減衰で、その
減衰定数は、一般に、鉄筋コンクリート造で３％程度、鉄骨造で２％程
度である。

P126 Ｂ

表現や正誤は異なるが、
ほぼ同じ論点から出題されている。

難易度
（Ａ易、Ｂ中、Ｃ難）

Check
Box

テキストの
章・節

テキストの
頁数

R0607－3
→ 令和６年No.7 肢3

★★　→２肢出題
★★★→３肢以上出題



目　　次

第１章 建築物に働く力
　　計算・図表問題（択一問題）��� 2

第２章 静定構造物の応力
　　計算・図表問題（択一問題）���14

第３章 部材の性質と応力度
　　計算・図表問題（択一問題）���74

第４章 不静定構造物
　第１節　不静定構造物の
　　　　　応力と変形������ 154
　　計算・図表問題（択一問題）�� 154
　第２節　耐震の基本理論���� 208
　　計算・図表問題（択一問題）�� 210

講義回数と問題番号

構造力学マスター

第１回 問題1 ～ 6 （6問）

項目別
問題集
（前半）

第２回 問題7 ～ 12 （6問）

第３回 問題13 ～ 17 （5問）

第４回 問題18 ～ 31 （14問）

第５回 問題32 ～ 39 （8問）

第６回 問題40 ～ 66 （27問）

第７回 問題67 ～ 72 （6問）

第８回 問題73 ～ 88 （16問）

第９回 問題89 ～ 100 （12問）

第10回 問題101 ～ 123 （23問）

本講義

第１回 問題1 ～ 31 （31問）
項目別
問題集
（前半）

第２回 問題32 ～ 58 （27問）

第３回 問題59 ～ 88 （30問）

第４回 問題89 ～ 123 （35問）

第５回 問題124 ～ 216 （93問）

項目別
問題集
（後半）

第６回 問題217 ～ 356 （140問）

第７回 問題357 ～ 495 （139問）

第８回 問題496 ～ 570 （75問）

第９回 問題571 ～ 678 （108問）

第10回 問題679 ～ 753 （75問）

第11回 問題754 ～ 871 （118問）

第12回 問題872 ～ 1051 （180問）



建築物に働く力
第１章



第１章　建築物に働く力

2 3

第
１
章
　
建
築
物
に
働
く
力

14QH2006 
問題 

次の架構のうち、静定構造はどれか。 

 

 

14AH2006 
解説  正答──４ 

設問の骨組を次図中の３つのポイントに着目して簡略化した上で、変形を

予測し、又は、代表的な静定構造である片持梁（片持梁系ラーメン・片持梁

系トラス）、単純梁（単純梁系ラーメン・単純梁系トラス）、３ヒンジラーメ

ンと比較して、静定構造・不静定構造・不安定構造を判断

する。 

代表的な静定構造よりも固定度（図参照）が１高ければ

一次不静定構造、固定度が２高ければ二次不静定構造と呼

ぶ。静定構造よりも固定度が低ければ不安定構造である。 
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H2006建築物に働く力	 ＢNo. 1 □□□

14AH2006 
解説  正答──４ 

設問の骨組を次図中の３つのポイントに着目して簡略化した上で、変形を

予測し、又は、代表的な静定構造である片持梁（片持梁系ラーメン・片持梁

系トラス）、単純梁（単純梁系ラーメン・単純梁系トラス）、３ヒンジラーメ

ンと比較して、静定構造・不静定構造・不安定構造を判断

する。 

代表的な静定構造よりも固定度（図参照）が１高ければ

一次不静定構造、固定度が２高ければ二次不静定構造と呼

ぶ。静定構造よりも固定度が低ければ不安定構造である。 
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3.  
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5.  

 

 

正答 4



第１章　建築物に働く力

4 5

第
１
章
　
建
築
物
に
働
く
力

 

14QR0106 
問題  

次の架構のうち、静定構造はどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R0106□□□建築物に働く力	 ＢNo. 2

14AR0106 
解説 正答──３ 

設問の骨組を次図中の３つのポイントに着目して簡略化した上で、変形を

予測し、又は、代表的な静定構造である片持梁（片持梁系ラーメン・片持梁

系トラス）、単純梁（単純梁系ラーメン・単純梁系トラス）、３ヒンジラーメ

ンと比較して、静定構造・不静定構造・不安定構造を判断

する。 

代表的な静定構造よりも固定度（図参照）が１高ければ

一次不静定構造、固定度が２高ければ二次不静定構造と呼

ぶ。静定構造よりも固定度が低ければ不安定構造である。 

 

1.  

 

 

 

 

 

 

 

2.   

 

 

 

 

 

 

 

 

3.   

 

 

 

 

 

 

ポイント１

不安定

三角形は、三角形のまま移動するから

両端を結ぶ一本の直線と考えてよい。

ポイント１

静定構造である単純梁

より固定度が１つ高い

⇒　一次不静定

ポイント２ は移動しないからピン　と同じ

３ヒンジラーメン　⇒ 静定構造

ポイント１

解　説

14AR0106 
解説 正答──３ 

設問の骨組を次図中の３つのポイントに着目して簡略化した上で、変形を

予測し、又は、代表的な静定構造である片持梁（片持梁系ラーメン・片持梁

系トラス）、単純梁（単純梁系ラーメン・単純梁系トラス）、３ヒンジラーメ

ンと比較して、静定構造・不静定構造・不安定構造を判断

する。 

代表的な静定構造よりも固定度（図参照）が１高ければ

一次不静定構造、固定度が２高ければ二次不静定構造と呼

ぶ。静定構造よりも固定度が低ければ不安定構造である。 

 

1.  

 

 

 

 

 

 

 

2.   

 

 

 

 

 

 

 

 

3.   

 

 

 

 

 

 

ポイント１

不安定

三角形は、三角形のまま移動するから

両端を結ぶ一本の直線と考えてよい。

ポイント１

静定構造である単純梁

より固定度が１つ高い

⇒　一次不静定

ポイント２ は移動しないからピン　と同じ

３ヒンジラーメン　⇒ 静定構造

ポイント１

4.   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次不静定

ポイント３ 両端ピンの L型部材は L 型のまま移動するから、

両端を結ぶ直線で考えてもよい。

ポイント２

ポイント２

正答 3
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14QR0506 
問題  

次の架構のうち、静定構造はどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 2. 

  

3. 4. 

 

R0506建築物に働く力	 ＢNo. 3 □□□

14AR0506 
解説 正答──１ 

設問の骨組を次図中の３つのポイントに着目して簡略化した上で、変形を

予測し、又は、代表的な静定構造である片持梁（片持梁系ラーメン・片持梁

系トラス）、単純梁（単純梁系ラーメン・単純梁系トラス）、３ヒンジラーメ

ンと比較して、静定構造・不静定構造・不安定構造を判断

する。 

代表的な静定構造よりも固定度（図参照）が１高ければ

一次不静定構造、固定度が２高ければ二次不静定構造と呼

ぶ。静定構造よりも固定度が低ければ不安定構造である。 

 

1.  

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  

 

 

 

 

 

3.  

 

 

 

 

 

単純梁

ポイント２

一次不静定⇒

静定構造である単純梁
より固定度が１つ高い

ポイント３ は移動しないからピン　と同じ。

単純梁

静 定

ポイント１ 両端ピンのＬ型部材は、
Ｌ型のまま移動するから、
両端を結ぶ直線で考えてもよい。

ポイント２

　　 三角形は、三角形のまま移動するから、
両端を結ぶ一本の直線と考えてもよい。

不安定

ポイント２

解　説

14AR0506 
解説 正答──１ 

設問の骨組を次図中の３つのポイントに着目して簡略化した上で、変形を

予測し、又は、代表的な静定構造である片持梁（片持梁系ラーメン・片持梁

系トラス）、単純梁（単純梁系ラーメン・単純梁系トラス）、３ヒンジラーメ

ンと比較して、静定構造・不静定構造・不安定構造を判断

する。 

代表的な静定構造よりも固定度（図参照）が１高ければ

一次不静定構造、固定度が２高ければ二次不静定構造と呼

ぶ。静定構造よりも固定度が低ければ不安定構造である。 

 

1.  

 

 

 

 

 

 

 

 

2.  

 

 

 

 

 

3.  

 

 

 

 

 

単純梁

ポイント２

一次不静定⇒

静定構造である単純梁
より固定度が１つ高い

ポイント３ は移動しないからピン　と同じ。

単純梁

静 定

ポイント１ 両端ピンのＬ型部材は、
Ｌ型のまま移動するから、
両端を結ぶ直線で考えてもよい。

ポイント２

　　 三角形は、三角形のまま移動するから、
両端を結ぶ一本の直線と考えてもよい。

不安定

ポイント２

4.  

 

 

 

 片持梁系ラーメン

一次不静定⇒

静定構造である片持梁
より固定度が１つ高い

正答 1
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14QH2402 
問題  

図のような梁において、Ｂ点及びＣ点にそれぞれ集中荷重ＰＢとＰＣが作用

する場合、支点Ａに鉛直反力が生じないようにするためのＰＢとＰＣの比と

して、正しいものは、次のうちどれか。 

 

 

 ＰＢ：ＰＣ 

1. １：３ 

2. １：２ 

3. １：１ 

4. ２：１ 

 

 

H2402□□□建築物に働く力	 ＡNo. 4

14AH2402 
解説  正答──３ 

図のように、移動支点をＤ点とすると、Ａ点に鉛直反力が生じないことから、

Ｄ点のモーメントのつり合い条件式

は次式になる。 

∑ＭＤ＝０より、 

ＰＣ×l－ＰＢ×l ＝０ 

ＰＣ＝ＰＢ 

∴ＰＢ：ＰＣ＝１：１ 

解答は３.である。 

 

解　説

正答 3
 

14QH2706 
問題  

図のような剛で滑らない面の上に置いてある剛体の重心に漸増する水平力が

作用する場合、剛体が浮き上がり始めるときの水平力Ｆの重力Ｗに対する比

α 







Ｗ
Ｆ

＝ の値として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、剛体の質

量分布は一様とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 0.25 

2. 0.50 

3. 0.75 

4. 1.00 

 

H2706□□□建築物に働く力	 BNo. 5
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14AH2706 
解説  正答──２ 

剛体が浮き上がり始めるとき、剛体に働く外力は次図のとおりであり、浮き

上がり回転の中心はＡ点である。 

剛体が浮き上がる条件はΣＭＡ≧０である。 

ΣＭＡ＝(Ｆ×４a)－(Ｗ×２a)≧０ 

∴
Ｆ
Ｗ

≧
a
a

２

４
＝0.5 

したがって、正答は２である。 

 

解　説

正答 2
 

14QH3006 
問題  

図のような剛で滑らない面の上に置いてある直方体の剛体の重心に漸増する

水平力が作用する場合、剛体が浮き上がり始めるときの水平力Ｆの重力Ｗに

対する比α(＝Ｆ/Ｗ )の値として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、

剛体の質量分布は一様とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 0.15 

2. 0.30 

3. 0.45 

4. 0.60 

 

H3006□□□建築物に働く力	 BNo. 6
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14AH3006 
解説 正答──２ 

剛体が浮き上がり始めるとき、剛体に働く外力は次図のとおりであり、浮き

上がり回転の中心はＡ点である。 

剛体が浮き上がる条件はΣＭＡ≧０である。 

ΣＭＡ＝(Ｆ×500)－(Ｗ×150)≧０ 

∴
Ｆ
Ｗ

≧
150

500
＝0.3 

したがって、正答は２である。 

解　説

正答 2
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14QH2002 
問題 

図のような梁のＡ点及びＢ点にモーメントが作用している場合、Ｃ点に生じ

る曲げモーメントの大きさとして、正しいものは、次のうちどれか。 

 

1. ０ 

2. 
３

１
Ｍ 

3. 
２

１
Ｍ 

4. 
３

２
Ｍ 

5. Ｍ 

 

14AH2002 
解説  正答──５ 

Ａ点に右回りのモーメント荷重Ｍ、Ｂ点に左回りのモーメント荷重Ｍが作

用する単純ばりである。 

〔反力計算〕 

ΣＭＥ＝０より、 

(ＶＤ×６l)＋Ｍ－Ｍ＝０ 

∴ＶＤ＝０ 

 

〔Ｃ点の曲げモーメントＭＣ〕 

Ｃ点で切断した左側で計算し、Ｃ

点に曲げモーメントＭＣを仮定す

る。 

ΣＭＣ＝０より 

Ｍ－ＭＣ＝０ 

∴ＭＣ＝Ｍ（下側引張） 

なお、Ｍ 図は、右のようになる。 

正答は５である。 

H2002静定構造物の応力	 A

解　説

No. 7 □□□

正答 5
 

14QH2603 
問題  

図のような鉛直荷重Ｐと水平荷重Ｑが作用する骨組において、固定端Ａ点に

曲げモーメントが生じない場合の荷重Ｐと荷重Ｑとの比として、正しいもの

は、次のうちどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｐ ： Ｑ 

1. １ ： １ 

2. ２ ： １ 

3. ２ ： ３ 

4. ３ ： ２ 

 

H2603静定構造物の応力	 ANo. 8 □□□
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14AH2603 
解説  正答──１ 

片持ばり系ラーメンの応力は、片持ちば

りと同様に、自由端側（反力のない側）

の力のモーメント（力×距離）の総和を

求めればよい。 

この時、求める点から各力の作用線まで

の垂直距離の取り方に注意する。 

Ａ点の曲げモーメントＭＡは、点Ａの自

由端側から考えて、 

ＭＡ＝＋Ｐ× l (右回り)－Ｑ×l  (左回り) 

であり、ここで、ＭＡ＝０であるから、 

Ｐ× l－Ｑ×l＝０ 

Ｐ＝Ｑ 

∴Ｐ：Ｑ＝１：１ 

正答は１である。 

解　説

正答 1
 

14QR0403 
問題  

図のような鉛直方向に等分布荷重wと水平方向に集中荷重Ｐが作用する骨組

において、固定端Ａ点に曲げモーメントが生じない場合の荷重wlと荷重Ｐ

の比として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、全ての部材は弾性部

材とし、自重は無視する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 wl ： Ｐ 

1. １ ：  １ 

2. １ ：  ２ 

3. ２ ：  １ 

4. ３ ：  １ 

 

R0403静定構造物の応力	 ANo. 9 □□□
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14AR0403 
解説 正答──３ 

片持ばり系ラーメンの応力は、片

持ちばりと同様に、自由端側（反力

のない側）の力のモーメント（力×

距離）の総和を求めればよい。 

この時、求める点から各力の作用

線までの垂直距離の取り方に注意す

る。 

また、等分布荷重は、集中荷重に

置き換えて計算する。 

Ａ点の曲げモーメントＭＡは、点

Ａの自由端側（反力のない側）を考

えて、 

ＭＡ＝＋
lwl 

 
 

×
２

－(Ｐ×l )  

であり、ここで、ＭＡ＝０であるから、 

wl2
２

＝Ｐ×l  

wl＝２Ｐ 

∴wl：Ｐ＝２：１ 

正答は３である。 

 

解　説

正答 3
 

14QR0303 
問題  

図のようなラーメンにおいて、Ａ点に鉛直荷重Ｐ及びＢ点に水平荷重αＰが

作用したとき、Ａ点における曲げモーメントが０になるためのαの値として、

正しいものは次のうちどれか。ただし、全ての部材は全長にわたって等質等

断面の弾性部材とし、自重は無視する。 

 

 

 

 

 

 

 

1. α＝
１

２
 

2. α＝１ 

3. α＝
３

２
 

4. α＝２ 

 

R0303静定構造物の応力	 ANo. 10 □□□
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14AR0303 
解説 正答──２ 

設問の条件「Ａ点における曲げモーメントが０」から、Ｄ点の鉛直反力ＶＤ

を求め、次にＣ点を中心にしたモーメントのつり合い条件式からαを求める。 

《反力ＶＤを求める》 

Ａ点で切断した右側の力のつり合いからＤ点の鉛直反力ＶＤを計算する。 

∑ＭＡ(右)＝０より、 

－ＶＤ×l＝０ 

∴ＶＤ＝０ 

 

《αを求める》 

未知の反力ＨＣ、ＶＣが作用するＣ点を中心にしたモーメントのつり合い条

件式∑ＭＣ＝０より、 

(Ｐ×l )－(αＰ×l )－(ＶＤ×２l )＝０ 
(Ｐ×l )－(αＰ×l )－(０×２l )＝０ 
１－α＝０ 
∴α＝１ 

正答は２である。 

α

l

l l

Ａ Ｂ

ＤＣＣ

ＤＣ

α

l

l

Ａ Ｂ

Ｄ

Ｄ

０＝Ａ

 

解　説

正答 2

14QH1704 
問題 

図のような荷重Ｐを受けるラーメンの曲げモーメント図として、正しいもの

は、次のうちどれか。ただし、曲げモーメント図は、材の引張側に描くもの

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H1704静定構造物の応力	 ANo. 11 □□□
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14AH1704 
解説  正答──５ 

反力を求めたら、順次、片側から各点の曲げモーメントを求め、各点の曲げ

モーメントをつなげて、曲げモーメント図を完成させる。 

《反力を仮定して求める》 

ΣＭＡ＝０より、(Ｐ×３l )－(Ｐ×２l )－(ＶＢ×６l )＝０ 

  ∴ＶＢ＝
１

６
Ｐ (上向き) 

ΣＹ＝０より、ＶＡ＋ＶＢ－Ｐ＝０ 

ＶＡ＋
１

６
Ｐ－Ｐ＝０ 

∴ＶＡ＝
５

６
Ｐ (上向き) 

ΣＸ＝０より、 

 ＨＡ－Ｐ＝０ ∴ＨＡ＝Ｐ (右向き) 

《各点の曲げモーメント》 

Ａ点、Ｃ点、Ｄ点、Ｅ点、Ｂ点の曲げモーメントを求める。Ａ点、Ｂ点はピ

ンなので、ＭＡ＝０、ＭＢ＝０。 

・ＭＣ 

Ｃ点で切断した下側で計算する。ΣＭＣ＝０より、 

ＭＣ－(Ｐ×２l )＝０ 

∴ＭＣ＝２Ｐ l  (柱左側引張) 

・ＭＤ 

Ｄ点で切断した右側で計算する。ΣＭＤ＝０より、 

ＭＤ－
 
 
 
１

６
×３Ｐ l ＝０ 

ＭＤ＝
２

１
Ｐ l  (梁下側引張) 

・ＭＥ 

  Ｂ支点に水平反力が生じないためＭＥ＝０ 

正答の曲げモーメント図は５である。 

 

Ｃ

Ａ

l２＝Ｃ

Ａ

２l

３l

l＝Ｄ
2
1

Ｅ

Ｂ

Ｄ

6
1

解　説

正答 5
 

14QH2903 
問題  

図のようなラーメンに鉛直荷重４Ｐ及び水平荷重Ｐが作用したときの曲げモ

ーメント図として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、曲げモーメン

ト図は、材の引張側に描くものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H2903静定構造物の応力	 ANo. 12 □□□
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14AH2903 
解説  正答──１ 

反力を求めたら、順次、片側から各点の曲げモーメントを求め、各点の曲げ

モーメントをつなげて、曲げモーメント図を完成させる。 

《反力を求める》 

ΣＭＡ＝０より、(Ｐ×２l )＋(４Ｐ×l ) 
－(ＶＥ×２l )＝０ 
∴ＶＥ＝３Ｐ（上向き） 

ΣＹ＝０より、ＶＡ＋ＶＥ－４Ｐ＝０ 

ＶＡ＋３Ｐ－４Ｐ＝０ 
∴ＶＡ＝Ｐ（上向き） 

ΣＸ＝０より、－ＨＡ＋Ｐ＝０ 

∴ＨＡ＝Ｐ（左向き） 

 

《各点の曲げモーメント》 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ点の曲げモーメントを求める。Ａ点、Ｅ点はピンなので、

ＭＡ＝０、ＭＥ＝０。 

・ＭＢ 

Ｂ点で切断した下側で計算する。ΣＭＢ＝０より、 

－ＭＢ＋(Ｐ×２l )＝０ 

∴ＭＢ＝２Ｐl（柱右側引張） 

・ＭＣ 

Ｃ点で切断で切断した右側で計算する。ΣＭＣ＝０よ

り、 

ＭＣ－(３Ｐ×l )＝０ 

∴ＭＣ＝３Ｐl（梁下側引張） 

・ＭＤ 

Ｅ支点に水平反力が生じないためＭＤ＝０ 

正答の曲げモーメント図は１である。 

Ｂ
Ｂ＝2 l

2l

3

4

Ｃ

l

l

Ｃ ＝3 l
Ｄ

Ｅ

解　説

正答 1

14QH1804 
問題 

図のような荷重を受けるラーメンにおいて、ＡＢ間にせん断力の生じないＸ

点がある。Ａ点とＸ点との距離の値として、正しいものは、次のうちどれか。 

 

1. 1.0ｍ 

2. 1.5ｍ 

3. 2.0ｍ 

4. 2.5ｍ 

5. 3.0ｍ 

 

 

 

 

H1804スリーヒンジラーメンの応力	 BNo. 13 □□□
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正答 5

解　説 14AH1804 
解説  正答──５ 

Ⅹ点のせん断力ＱＸ を求めるために、Ⅹ

点で切断して左側を考える。 

Ｃ点の鉛直反力ＶＣ が分かればＱＸを求

められ、ＱＸ＝０からＡ点とＸ点との距

離 xを求められる。 

なお、設問はスリーヒンジラーメンであ

るが、鉛直反力ＶＣ を求めるだけならば、

∑Ｍ Ｄ＝０だけで求められる。 

《反力を求める》 

∑Ｍ Ｄ＝０より 

(ＶＣ ×８ｍ)－(８kＮ×６ｍ)＝０ 

∴ＶＣ ＝６kＮ（上向き） 

 

《せん断力ＱＸ＝０から、Ａ点とＸ点との距離 xを求める》 

せん断力Ｑ Ｘは、Ⅹ点で切断した左側で計

算し、切断位置にせん断力Ｑ Ｘを仮定する。 

ΣＹ＝０より 

６kＮ－２x kＮ－ＱＸ＝０ 

ＱＸ＝０であるから 

６－２x＝０ 

∴ x＝３ｍ 

したがって、正答は５である。 

参考に、Ｑ図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

x

Ａ
ＢＸ

2kＮ/ｍ×xｍ
＝2xkＮ

6kＮ

Ｃ

＝0Ｘ

14QH2103 
問題 

図のような荷重を受ける３ヒンジラーメンにおいて、Ａ点における曲げモー

メントの大きさとして、正しいものは、次のうちどれか。 

1. ２Ｐ l 

2. ４Ｐ l 

3. 14Ｐ l 

4. 28Ｐ l 

 

 

 

 

 

H2103スリーヒンジラーメンの応力	 ANo. 14 □□□
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14AH2103 
解説  正答──３ 

３ヒンジラーメンは、つり合い条件式と、ピン節点(Ｄ点)の曲げモーメント

＝０から反力を求め、次に応力(曲げモーメント)を求める。 

Ａ点の曲げモーメントＭＡを求めるには、ＨＢが分かれば、ＭＡ＝ＨＢ× l か
ら効率よく解答できる。 

《反力を求める》 

・求めたいＨＢの反対側の支点Ｃ

を中心とし、∑ＭＣ＝０より、 

(ＨＢ×l )＋(ＶＢ×３l ) 
－(15Ｐ×l )－(10Ｐ×２l ) 
＝０ 

ＨＢ＋３ＶＢ＝35Ｐ …… ① 

 

 

・Ｄ点の曲げモーメント＝０の式につい

ても、ＨＢを含む左側で計算する。 

∑ＭＤ(左)＝０より、 

(ＶＢ×２l )－(ＨＢ×l )＝０ 

ＨＢ＝２ＶＢ …… ② 

①式に代入して、 

２ＶＢ＋３ＶＢ＝35Ｐ 

５ＶＢ＝35Ｐ ∴ＶＢ＝７Ｐ 

②式より、ＨＢ＝２ＶＢ＝14Ｐ（右向き） 

 

《ＭＡを求める》 

∑ＭＡ＝０より、 

ＭＡ－(14Ｐ × l )＝０ 

ＭＡ＝14Ｐl  

したがって、正答は３である。 

Ａ

15

10

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

2l l

Ｃ

Ｃ

2l

l

l

Ａ

Ｂ

l

Ａ

＝14Ｂ

＝７Ｂ

Ａ

15

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

2l

l

Ｄ＝0

解　説

正答 3
 

14QH2403 
問題  

図のような荷重が作用する３ヒンジラーメンにおいて、Ａ点における水平反

力ＨＡの大きさとして、正しいものは、次のうちどれか。 

 

 

 

1. 
Ｐ
３

 

2. 
Ｐ
２

 

3. Ｐ 

4. ２Ｐ 

 

 

 

H2403スリーヒンジラーメンの応力	 ANo. 15 □□□
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14AH2403 
解説  正答──３ 

３ヒンジラーメンは、つり合い条件式と、ピン節点(Ｂ点)の曲げモーメント

＝０から反力を求める。 

《反力を求める》 

・求めたいＨＡの反対側の支

点Ｃを中心とし、∑ＭＣ＝

０より、 

(ＶＡ×３l )－(３Ｐ×l ) 
＝０ 

∴ＶＡ＝Ｐ 

・Ｂ点の曲げモーメント＝０の式についても、

ＨＡを含む左側で計算する。 

∑ＭＢ(左)＝０より、 

(ＶＡ×l )－(ＨＡ×l )＝０ 

(Ｐ×l )－(ＨＡ×l )＝０ 

∴ＨＡ＝Ｐ（右向き） 

 

正答は３である。 

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ Ｃ

l l l

Ｃ

Ｃ

3

l

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

l

l

Ｂ＝0

解　説

正答 3
 

14QH2703 
問題  

図のような水平荷重Ｐを受けるラーメンに関する次の記述のうち、最も不適

当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 支点Ａの水平反力の大きさは、
２

Ｐ
である。 

2. 支点Ａの鉛直反力の大きさは、Ｐである。 

3. 部材ＡＢの材端Ｂにおける曲げモーメントの大きさは、Ｐlである。 

4. 部材ＢＣのせん断力の大きさは、
２

Ｐ
である。 

 

H2703スリーヒンジラーメンの応力	 ANo. 16 □□□
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14AH2703 
解説  正答──４ 

３ヒンジラーメンは、つり合い条件式と、

ピン節点(Ｃ点)の曲げモーメント＝０か

ら反力を求め、次に応力(曲げモーメン

ト)を求める。 

《反力を求める》 

・反力を求めたい支点Ａの反対側の支点

Ｅを中心とし、∑ＭＥ＝０より、 

－(ＶＡ×３l )＋(Ｐ×３l )＝０ 

∴ＶＡ＝Ｐ（下向き） 

設問２は正しい。 

 

・Ｃ点の曲げモーメント＝０の式につい

ても、ＨＡを含む左側で計算する。 

∑ＭＣ(左)＝０より、 

－(ＶＡ×
３

２
l )＋(ＨＡ×３l )＝０ 

－(Ｐ×
３

２
l )＋(ＨＡ×３l )＝０ 

∴ＨＡ＝
２

Ｐ
（左向き） 

設問１は正しい。 

 

《ＭＢを求める(図-３参照)》 

Ｂ点で切断した下側で計算する。 

∑ＭＢ＝０より、 

－ＭＢ＋(ＨＡ×２l )＝０  

－ＭＢ＋
 
 
 

×
２

２lＰ
＝０  

∴ＭＢ＝Ｐl   

設問３は正しい。 

 

Ｂ Ｄ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ａ Ｅ Ｅ

Ｅ

2l

l

3 l2
3 l2

図－１

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ａ

2l

l

3 l2
図－２

Ｃ＝0

Ｂ

図－３

Ａ

2l

Ａ＝

Ａ＝

2

Ｂ

解　説 《ＱＢＣを求める(図-４、５、６参照)》 

部材のせん断力Ｑ （絶対値）は、両端の曲げモーメントの和をスパンで除

して求められる。 

Ｑ ＝
l

1 2＋Ｍ Ｍ
 

前述のとおりＭＢ＝Ｐl であり、また節点Ｃは

ピンなのでＭＣ＝０。 

部材ＢＣのスパンは、図－５のとおり、ピタゴラスの定理により、 

l13

2
である。 

したがって、 

ＱＢＣ＝
l 

l 
  
 

＋０

13

2

Ｐ
 

   ＝
13

２Ｐ
（絶対値） 

設問４は誤り。 

 

図－４

1 2

l

l

図－６

図－５

l

3 l2

ピタゴラスの定理により

l2＋
2

l

＝ 13 l
2

3
2

Ｂ
Ｄ

Ｃ
0

Ａ Ｅ

13 l
2

正答 4
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14QH3003 
問題  

図のような水平荷重Ｐを受ける骨組において、Ａ点における曲げモーメント

の大きさとして、正しいものは、次のうちどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 
l
2

Ｐ
 

2. 
l2

3

Ｐ
 

3. 
l3

4

Ｐ
 

4. Ｐl 

 

H3003スリーヒンジラーメンの応力	 ANo. 17 □□□ 14AH3003 
解説 正答──２ 

３ヒンジラーメンは、つり合い条件式と、ピン節点(Ｄ点)の曲げモーメント

＝０から反力を求め、次に応力(曲げモーメント)を求める。 

Ａ点の曲げモーメントＭＡを求めるには、ＨＢが分かれば、ＭＡ＝ＨＢ× l か
ら効率よく解答できる。 

《反力を求める》 

・求めたいＨＢの反対側の支点Ｃ

を中心とし、∑ＭＣ＝０より、 

－(ＶＢ×２l )＋(Ｐ×l )＝０ 

∴ＶＢ＝
２

Ｐ
（下向き） 

 

 

・Ｄ点の曲げモーメント＝０の式について

も、ＨＢを含む左側で計算する。 

∑ＭＤ(左)＝０より、 

－(ＶＢ×l )＋(ＨＢ×
３

２
l )－(Ｐ×

l
２

) 

＝０ 

－
２

Ｐ
＋

３

２
ＨＢ－

２

Ｐ
＝０ 

∴ＨＢ＝
２

３
Ｐ（左向き） 

 

《ＭＡを求める》 

Ａ点で切断した下側で計算する。 

∑ＭＡ＝０より、 

－ＭＡ＋(ＨＢ× l )＝０ 

－ＭＡ＋
 
 
 
２

×
３
Ｐ l ＝０ 

∴ＭＡ＝
l

３

２Ｐ
 

したがって、正答は２である。 

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｂ Ｃ

l l

Ｃ

Ｃ

l
2

l

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

l

l
2

l

Ｄ＝0

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

l

解　説

正答 2
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14QH1904 
問題 

図のような荷重を受けるトラスにおいて、部材ＡＢに生じる軸方向力として、

正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋｣、圧

縮力を「－」とする。 

 

1. －２Ｐ 

2. －Ｐ 

3.  ０ 

4. ＋Ｐ 

5. ＋２Ｐ 

 

 

 

 

 

 

 

H1904静定トラス	 ANo. 18 □□□ 14AH1904 
解説  正答──４ 

静定トラス問題の解法として、

ゼロメンバーを見つけ出すこ

とが、即解答につながること

もある。トラスの各節点に集

まる力はつり合う性質から、

節点に集まる力が次のような

形の場合、部材応力を判別することができる。 

問題のＥ節点とＦ節点は、Ｔ形節点で

あるので、部材ＥＢと部材ＦＢは力が

生じないゼロメンバーとなる。よって、

Ｂ節点は、Ｘ形節点となり、作用線が

一直線となる力は、大きさが等しく、

向きが反対でつり合うので、ＡＢ部材

の応力ＮＢＡは上向きＰでＢ点の荷重

Ｐとつり合う。Ｂ点を引張戻している

ので引張力である。 

したがって、解答は、４である。 

  

なお、そのほかの部材の応力も考えて

みよう。 

対称形なので、Ｃ点、Ｄ点の反力は、

荷重２Ｐの１/２で、いずれもＰであ

る。 

Ｃ節点のつり合い条件から、反力Ｐ、

部材ＣＥと部材ＣＢの応力の３力はつ

り合う。したがって、Ｃ節点における

示力図と三角形の辺の比にから、 

部材ＣＥの応力＝ ２Ｐ（圧縮力） 

部材ＣＢの応力＝Ｐ（引張力） 

であることがわかり、トラスの各部材

に生じる軸方向力は、図のようになる。 

解　説

正答 4
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14QH2005 
問題 

図のような荷重を受けるトラスにおいて、部材ＡＢに生じる軸方向力として、

正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋｣、圧

縮力を「－」とする。 

1. Ｐ２－２  

2. Ｐ２－  

3.  ０ 

4. Ｐ２＋  

5. Ｐ２＋２  

 

 

 

 

 

H2005静定トラス	 BNo. 19 □□□ 14AH2005 
解説  正答──５ 

・一部材の応力を求める場合は、切断法が適している。また、片持梁系トラ

スなので、切断後、自由端側（左側）を考えれば支点反力を求めずに効率

良く解ける。 

・部材ＡＢを含んで切断し、図のように軸方向力Ｎ1、Ｎ2、Ｎ3を仮定する。

このとき、引張力として、注目する左側を引っ張る方向に仮定することに

より、計算結果の正負が「＋」ならば引張力、「－」ならば圧縮力を表す。 

・荷重Ｐ、荷重２Ｐ、Ｎ1、Ｎ2、Ｎ3の５つの力はつり合っているので、つ

り合い条件式から部材ＡＢの軸方向力Ｎ１を求める。 

《Ｎ1を求める》 

・３つの未知数Ｎ1、Ｎ2、Ｎ3のうち、求め 

たいＮ1以外の２力Ｎ2、Ｎ3の作用線が交 

わるＣ点を中心にΣＭＣ＝０の式 

を立てれば、Ｎ1が求められる。 

・また、Ｃ点からＮ1の作用線までの距離 

は三角形の辺の比より ２ lである。 

ΣＭＣ＝０より、 

－(Ｐ×２l )－(２Ｐ× l )＋(Ｎ1× ２ l )＝０ 

Ｎ1× ２ l＝４Ｐl  

∴Ｎ1＝
l
l２

４Ｐ
＝

２

２４ Ｐ ＝２ ２Ｐ（＋なので引張力） 

したがって、正答は５である。 

解　説

正答 5
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14QH2305 
問題 

図のような荷重Ｐを受けるトラスにおいて、部材ＡＢに生じる軸方向力とし

て、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋」、

圧縮力を「－」とする。 

1. －
３

２Ｐ  

2. －
３３

Ｐ  

3. ＋
３３

２Ｐ  

4. ＋
３

Ｐ  

 
 

H2305静定トラス	 ANo. 20 □□□ 14AH2305 
解説  正答――３ 

設問のように一部材の応力を求める場合は、切断法が適している。 

《図１》支点Ｃ､Ｄの反力を求める。

トラスを単純梁とみなして、つり合

い条件式で求める。 

ΣＭＤ＝０より、 

(ＶＣ×３l )－(Ｐ× l )＝０ 

∴ＶＣ＝
３

Ｐ
（上向き） 

《図２》部材ＡＢを含んで切断し、

図のように軸方向力Ｎ1、ＮAB、Ｎ2を

仮定する。このとき、引張力として、

注目する左側を引っ張る方向に仮定

することにより、計算結果の正負が

「＋」ならば引張力、「－」ならば

圧縮力を表す。 

《図３》 

・ＶＣ、Ｎ1、ＮAB、Ｎ2の４つの力は

つり合っているので、力のつり合

い条件式から部材ＡＢの応力ＮABを求める。 

・３つの未知数Ｎ1、ＮAB、Ｎ2のうち、求めたいＮAB以外の２力が交わらない

ので、求めたいＮABしか成分を持たないＹ方向に対してΣＹ＝０の式を立

てる。 

・ＮABのＹ方向の分力を直角三角形の辺の比（１：２： ３ ）を用いて求め

ると、
３

２
ＮABとなる。 

ΣＹ＝０より  
３

Ｐ
－

３

２
ＮAB＝０ 

ＮAB＝
２ ２

× ＝
３３ ３ ３

Ｐ Ｐ
（＋なので引張力） 

したがって、正答は３である。 

lll

Ａ
Ｃ Ｄ

60° 60°
60°

60°
60°

Ｐ

Ｂ

ＮＡＢ

Ｎ１

Ｎ２

lll

ＮＡＢ
ＮＡＢ

Ａ
Ｃ Ｄ

Ｐ

Ｂ

Ｎ１

Ｎ２

２

１
60°

lll

Ａ
Ｃ

Ｂ 三角形の
辺の比

Ｐ＝ＶＣ ３
１

Ｐ＝ＶＣ ３
１

２
ＮＡＢ

ＮＡＢ
２

Ｐ＝ＶＣ
３
１

Ｐ＝ＶＤ ３
２

Ｐ＝ＶＤ ３
２

《図１》

《図２》

《図３》

解　説

正答 3
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14QH2505 
問題  

図のようなトラスに荷重Ｐが作用したときの部材ＡＢに生じる軸方向力とし

て、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋」、

圧縮力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

1. －
２

２
Ｐ 

2. －
２

１
Ｐ 

3. ＋
２

１
Ｐ 

4. ＋
２

２
Ｐ 

 

H2505静定トラス	 ANo. 21 □□□
14AH2505 

解説 正答――１ 

一部材の応力を求めるには、切断法が

適している。 

《反力を求める》 

剛体である単純ばりとして、つり合い

条件からＣ点の反力を求める。 

ΣＭＤ＝－(ＶＣ×２l )＋(Ｐ× l )＝０ 

∴ＶＣ＝
２

Ｐ
(下向き) 

 

 

 

 

 

《切断して軸方向力Ｎ、Ｎ1、Ｎ2を仮定する》 

・部材ＡＢを含んで切断し、図のように軸方向力Ｎ、Ｎ1、Ｎ2を仮定する。

このとき、引張力として、注目する左側を引っ張る方向に仮定することに

より、計算結果の正負が「＋」ならば引張力、「－」ならば圧縮力を表す。 

・Ｃの鉛直反力
２

Ｐ
、Ｎ、Ｎ1、Ｎ2の４つの力はつり合っているので、つり

合い条件式を使って、部材ＡＢの軸方向力Ｎを求める。 

《Ｎを求める》 

・３つの未知数Ｎ、Ｎ1、Ｎ2のうち、求めたいＮ以外の２力が交わらないの

で、求めたいＮしか成分を持たないＹ方向に対してΣＹ＝０の式を立てる。 
・ＮのＹ方向の分力を直角三角形の辺の比（１：１： ２ ）を用いて求める

と、
２

Ｎ
となる。 

ΣＹ＝０より、 

－
２

Ｐ
－

２

Ｎ
＝０ 

∴Ｎ＝－
２

２
Ｐ （－なので圧縮力） 

したがって、正答は１である。 

解　説

正答 1
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14QH2605 
問題  

図のような水平荷重が作用するトラスにおいて、部材Ａ～Ｅに生じる軸力の

組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、表中「引」は引張

力、「圧」は圧縮力を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

1. 引 引 圧 圧 圧 

2. 引 引 圧 引 圧 

3. 圧 圧 引 引 引 

4. 圧 圧 引 圧 引 

 

H2605静定トラス	 BNo. 22 □□□

 

14AH2605 
解説  正答――１ 

図のように、各節点をイ、ロ、ハ、ニとして、(1)は節点法、(2)は切断法で

解説する。 

（1）節点法で解く 

つり合い条件式からイ点、ロ点の反力を求める。 

ΣＭイ＝０より、 

Ｐ× 3 l＋Ｐ×
3

2
l－Ｖロ×l＝０ 

∴Ｖロ＝
3 3

2
Ｐ （上向き） 

ΣＹ＝０より、 

∴Ｖイ＝
3 3

2
Ｐ （下向き） 

ΣＸ＝０より、 
Ｐ＋Ｐ－Ｈロ＝０ 
∴Ｈロ＝２Ｐ（左向き） 

 

節点ハで節点法を用いてＮＢ、ＮＣを求め、次に節点ニで節点法を用いてＮＡ、

ＮＤを求め、最後に節点イで節点法を用いてＮＥを求める。 
①節点ハ 

 

 

 

 

ＮＢ＝＋２Ｐ （節点ハを引っ張っているので引張力） 
ＮＣ＝－ 3 Ｐ（節点ハを押しているので圧縮力） 
また、ＮＢは節点ニも同じ大きさで引っ張る。 

②節点ニ 

 

 

 

 

 

 

√3

Ｐ

Ｐ

ハ

Ｂ＝＋2ＰＮ
Ｃ＝－Ｎ √3Ｐ

2Ｐ

Ｐ

√3
2

60°

1
示力図 三角比

ニ
Ｐ

2Ｐ

Ａ＝＋3ＰＮ

Ｄ＝－ＰＮ

Ｂ＝＋2ＰＮ

Ｐ

3Ｐ

Ｐ

60° 60°

60°

60°

解　説
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ＮＡ＝＋３Ｐ （節点ニを引っ張っているので引張力） 
ＮＤ＝－Ｐ  （節点ニを押しているので圧縮力） 
また、ＮＡは節点イも同じ大きさで引っ張る。 

③節点イ 

 
 
 
 
 
 

ＮＥ＝
3

－
2
Ｐ（節点イを押しているので圧縮力） 

したがって、 
ＮＡ＝＋３Ｐ （引張力） 
ＮＢ＝＋２Ｐ （引張力） 
ＮＣ＝－ ３ Ｐ（圧縮力） 
ＮＤ＝－Ｐ  （圧縮力） 
ＮＥ＝

3
－

2
Ｐ  （圧縮力） 

以上から、正答は１である。 

参考に、各部材の応力を示すと図のようになる。 
 

（2）切断法で解く 

①ＮＢを求める 

・部材Ｂ、Ｃを含んで切断し、図のように軸方向力ＮＢ、

ＮＣを仮定する。 
・未知数ＮＢ、ＮＣのうち、求めたいＮＢしかＸ方向の成

分を持たないことに着目し、ΣＸ＝０の式を立てる。 
・ＮＢのＸ方向の分力を直角三角形の比(１：２： ３ )

を用いて求めると、 Ｂ

２

Ｎ
となる。 

ΣＸ＝０より、 

Ｐ－ Ｂ

２

Ｎ
＝０ 

∴ＮＢ＝＋２Ｐ （＋なので引張力） 
 

3Ｐ

2
3
Ｐ

2
3√3

Ｐ

1

√32

60°

2
1

2
√31

60°イ

Ａ＝＋3ＰＮ

2
3√3

2ＥＮ
3
Ｐ

Ｐ反力

＝－

Ａ

＝＋3Ｐ
Ｎ

√3Ｐ
Ｃ

＝－
Ｎ

Ｐ

Ｐ

ロＨ Ｐ＝2

Ｄ

＝－Ｐ
Ｎ

Ｂ

＝＋2Ｐ
Ｎ

2ロＶ
3√3Ｐ

＝
2イＶ

3√3Ｐ
＝

l

2ＥＮ
3
Ｐ＝－

 

この段階で部材Ｂが引張であることから、設問肢１又は２のいずれかが正答

であることがわかる。さらに設問肢１と２から、部材Ｄの計算結果で正答が

判断できる。 

②ＮＤを求める 

・部材Ａ、Ｃ、Ｄを含んで切断し、図のように

軸方向力ＮＡ、ＮＣ、ＮD を仮定する。 
・未知数ＮＡ、ＮＣ、ＮD のうち、求めたいＮＤ

以外の２力の作用線が交わる節点ハを中心に

ΣＭハ＝０の式を立てればＮＤが求められる。 
・また、次図のとおり、節点ハからＮＤの作用

線までの距離ハホは
３

２
l となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ΣＭハ＝０より、 

－(Ｐ×
３

２
l)－(ＮＤ×

３

２
l)＝０ 

∴ＮＤ＝－Ｐ （－なので圧縮力） 
 
したがって、正答は１である。 

正答 1
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14QH2705 
問題  

図のような鉛直荷重Ｐを受けるトラスにおいて、部材ＡＢに生じる軸方向力

として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を

「＋」、圧縮力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. －2 2 Ｐ 

2. － 2 Ｐ 

3. ＋ 2 Ｐ 

4. ＋2 2 Ｐ 

 

H2705静定トラス	 ANo. 23 □□□ 14AH2705 
解説  正答──３ 

一部材の応力を求めるときは、切断法が適している。 

Ｃ点の反力ＶＣを求め、図の位置で切断し、力のつり合い条件から、部材Ａ

Ｂの軸方向力を求める。 

《反力を求める》 

剛体である単純ばりとして、つり

合い条件からＣ点の反力を求める。 

ΣＭＤ＝０より、 
－(ＶＣ×２l )＋(Ｐ×２l )＝０ 
∴ＶＣ＝Ｐ (仮定どおり下向き) 
 

 

 

 

 

 

 

 

《部材ＡＢの応力Ｎ1を求める》 

部材ＡＢを含んで切断し、外力の少ない左側に注目し、軸方向力Ｎ1、Ｎ2､

Ｎ3を仮定する。このとき、引張力として、注目する左側を引っ張る方向に

仮定することにより、計算結果の正負が「＋」ならば引張力、「－」ならば

圧縮力を表す。 

Ｃ点の鉛直反力Ｐ、Ｎ1、Ｎ2、Ｎ3の４つの力はつり合っているので、つり合

い条件式を使って、部材ＡＢの応力Ｎ1を求める。 

また、３つの未知数Ｎ1、Ｎ2、Ｎ3のうち、求めたいＮ1しか成分を持たない

Ｙ方向に対してΣＹ＝０の式を立てる。 

また、Ｎ1のＹ方向の成分は、三角比から １

２

Ｎ
である。 

ΣＹ＝０より、 

－Ｐ ＋ １

２

Ｎ
＝０ 

∴Ｎ1＝＋ ２ Ｐ （＋なので引張力） 

したがって、正答は３である。 

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ＝ＰＶ
Ｄ＝2ＰＶ

l

Ｄ

llll

Ｐ
2Ｐ

Ｄ

ll

Ｂ

Ｃ

lＮ１

Ｎ１

Ｎ３

Ｎ２

1

1√2

Ｎ１

√2

Ｎ１

√2

三角形の辺の比

Ｐ

解　説

正答 3
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14QH2805 
問題  

図のような鉛直荷重が作用するトラスにおいて、部材ＡＢに生じる軸方向力

として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力の符号は、引張

力を「＋」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.   ０ 

2. ＋
２

３
Ｐ 

3. ＋ ３ Ｐ 

4. ＋
２

３３ Ｐ 

 

H2805静定トラス	 BNo. 24 □□□ 14AH2805 
解説  正答――４ 

一部材の応力を求める場合は、切断法が適している。 

《Ｃ､Ｄ支点の反力を求める（次図参照）》 

トラスを単純梁とみなして、つり

合い条件式で計算すればよい。た

だし、この場合は、対称荷重であ

るので、Ｃ支点、Ｄ支点の鉛直反

力は、荷重４Ｐ（Ｐ＋２Ｐ＋Ｐ）

の１/２、すなわち２Ｐであるこ

とが明らかである。 

 

《切断して軸方向力Ｎ1、Ｎ2、ＮABを仮定する（次図参照）》 

部材ＡＢを含んで切断し、外力の

少ない左側に注目し、図のように

軸方向力Ｎ1、Ｎ2、ＮABを仮定す

る。このとき、引張力として、注

目する左側を引っ張る方向に仮定

することにより、計算結果の正負

が「＋」ならば引張力、「－」な

らば圧縮力を表す。 

Ｃ点の鉛直反力２Ｐ、荷重Ｐ、Ｎ1、

Ｎ2、ＮABの５つの力はつり合って

いるので、つり合い条件式を使っ

て、部材ＡＢの軸方向力ＮABを求

める。 

また、このとき、三角比から、トラスの高さが
３

２
lであることがわかる。 

《ＮABをつり合い条件式から求める（上図参照）》 

３つの未知数Ｎ1、Ｎ2、ＮABのうち、求めたいＮAB以外の２力Ｎ1、Ｎ2の作用線

が交わるＥ点を中心にΣＭＥ＝０の式を立てれば、ＮABが求められる。 

ΣＭＥ＝０より、2Ｐ ×
３

２
l－Ｐ ×

３

４
l－ＮAB×

３

２
l＝０ 

ＮAB＝
９

２ ３
Ｐ ＝＋

３ ３

２
Ｐ（＋なので引張力） 

したがって、正答は４である。 

解　説

正答 4
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14QH2905 
問題  

図のような荷重が作用するトラスにおいて、部材ＡＢに生じる軸方向力とし

て、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋」、

圧縮力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. Ｐ２－  

2. Ｐ
２

２
－  

3. Ｐ
２

２
＋  

4. Ｐ２＋  

 

H2905静定トラス	 ANo. 25 □□□
14AH2905 

解説 正答――４ 
一部材の軸方向力を求めるには、切断法が適している。 

Ｃ、Ｄ点の反力ＶＣ、ＶＤを求め、図の位置で切断し、力のつり合い条件か

ら、部材ＡＢの軸方向力を求める。 

《反力を求める》 

荷重が対称なので、ＶＣ、ＶＤは荷重の合計４Ｐ の１/２となる。 

ＶＣ＝ＶＤ＝２Ｐ（上向き） 

 

 

 

 

 

 

《部材ＡＢの軸方向力Ｎを求める》 

部材ＡＢを含んで切断し、外力の少ない左側に注目し、軸方向力Ｎ、Ｎ1、

Ｎ2を仮定する。このとき、引張力として節点から離れる方向に仮定するこ

とにより、計算結果の正負が「＋」ならば引張力、「－」ならば圧縮力を表

す。 
Ｃ点の鉛直反力２Ｐ、荷重Ｐ、Ｎ、Ｎ1、Ｎ2の５つの力はつり合っているの

で、つり合い条件式から部材ＡＢの軸方向力Ｎ を求める。 

３つの未知数Ｎ、Ｎ1、Ｎ2のうち、Ｙ 方向の成分を持つのがＮだけであるこ

とに注目し、ΣＹ＝０からＮ を求める。 

また、ＮのＹ 方向の成分は、三角比から
２

Ｎ
である。 

ΣＹ＝０より、 

２Ｐ－Ｐ－
２

Ｎ
＝０ 

２

Ｎ
＝Ｐ 

∴Ｎ＝＋ Ｐ２ （＋なので引張力） 

したがって、正答は４である。 

解　説

正答 4
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14QH3005 
問題  

図のような水平荷重Ｐが作用するトラスにおいて、部材Ａ及びＢに生じる軸

力の組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸力は、引張

力を「＋」、圧縮力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ Ｂ 

1. 2
－

2

Ｐ
 ＋Ｐ 

2. 2
－

2

Ｐ
 ＋2Ｐ 

3. － 2Ｐ  ＋Ｐ 

4. － 2Ｐ  ＋2Ｐ 

H3005静定トラス	 BNo. 26 □□□ 14AH3005 
解説 正答──３ 

・はじめに、右図において節点ロはＬ形節点

なので、部材Ｅ及び部材Ｆの軸力はゼロで

ある。 

・節点法を(１)、切断法を(２)で解説する。 

 

 

 

 

（１）節点法 

①節点イ 

節点に集まる力はつり合うので、示力図を描き、三角比から軸力を求め、

求めた部材の上に軸力を描く。 

 

 

 

 

 

上図より、 

ＮＡ＝－ ２Ｐ （節点イを押しているので圧縮力） 

ＮＣ＝＋Ｐ（節点イを引っ張っているので引張力） 

また、ＮＣは節点ハも同じ大きさで引っ張る。 

 

②節点ハ 

 

 

 

 

 

 

上図より、 

ＮＢ＝＋Ｐ（節点ハを引っ張っているので引張力） 

したがって、正答は３である。 

解　説
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（２）切断法 

①ＮＡを求める。 

・部材Ａを含んで切断し、図のよ

うに軸力ＮＡ、ＮＣを仮定する。

引張力を仮定することにより、

計算結果の正負が「＋」ならば

引張力を表す。 

・未知数ＮＡ、ＮＣのうち、求め

たいＮＡしかＸ方向の成分を持

たないことに着目し、ΣＸ＝０

の式を立てる。 

・ＮＡのＸ方向の分力を直角三角

形の比(１：１： ２ )を用いて求めると、 Ａ

２

Ｎ
となる。 

ΣＸ＝０より 

Ｐ＋ Ａ

２

Ｎ
＝０ 

∴ＮＡ＝－ ２Ｐ （－なので圧縮力） 

 

②ＮＢを求める。 

・部材Ｂを含んで図のように切断する。 

・３つの未知数ＮＢ、ＮＧ、ＮＨのうち、求

めたいＮＢ以外の２力ＮＧ、ＮＨの作用線

が交わるニ点を中心に、ΣＭニ＝０の式

を立てれば、ＮＢが求められる。 

ΣＭニ＝０より 

(Ｐ×３)－(ＮＢ×３)＝０ 

∴ＮＢ＝＋Ｐ（＋なので引張力） 

したがって、正答は３である。 

 

正答 3
 

14QR0105 
問題  

図のような荷重が作用するトラスにおいて、部材ＡＢに生じる軸方向力とし

て、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋」、

圧縮力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 
12

－
7 3

Ｐ  

2. 
2

－
7 3

Ｐ  

3. 
2

＋
7 3

Ｐ  

4. 
12

＋
7 3

Ｐ  

 

R0105静定トラス	 ANo. 27 □□□
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14AR0105 
解説 正答──２ 

一部材の応力を求めるときは

切断法が適している。 

《反力を求める》 

剛体である単純梁として、つ

り合い条件からＣ点、Ｄ点の

反力を求める。 

 

ΣＭＤ＝０より、 

(ＶＣ×７l )－(Ｐ×４l )－(Ｐ×２l )＝０ 

∴ＶＣ＝
６

７
Ｐ（上向き） 

《切断して軸方向力ＮＡＢを仮定する》 

・部材ＡＢを含んで切断した

剛体で力のつり合いを確認

する。図のように軸方向力

ＮＡＢを仮定する。このと

き、引張力を仮定すること

により、計算結果の正負が

「＋」ならば引張力、 
「－」ならば圧縮力を表す。 

《ＮＡＢを求める》 

・３つの未知数ＮＡＢ、Ｎ１、Ｎ２ のうち、求めたいＮＡＢ以外の２力が交わら

ないので、求めたいＮＡＢしか成分を持たないＹ 方向に対して∑Ｙ＝０の

式を立てる。 

・ＮＡＢのＹ 方向の分力を直角三角形の辺の比（１：２： ３ ）を用いて求

めると、
３

２
ＮＡＢとなる。 

 
 
 
 
 

VＣ

VＤ

PP

Ａ

Ｂ

P

Ｃ

Ｄ

2l

60° 60°

2l 2l l

60° 60° 60° 60° 60° 60°

60° 60° 60° 60°

VＣ

P

ＡＢ

Ａ

Ｎ

１Ｎ

２Ｎ ＢＣ

60° 60°

60° 60° 60° 60° 60° 60°

60° 60° 60° 60°

ＡＢＮ

ＡＢＮ
60° 60°

２

１

３

２
３

60°
1３

２

１

２

解　説 ∑Ｙ＝０より 

ＶＣ－Ｐ－
３

２
ＮＡＢ＝

６

７
Ｐ－Ｐ－

３

２
ＮＡＢ＝０ 

３
－ －

７ ２

Ｐ
ＮＡＢ＝０ 

３

２
ＮＡＢ＝－

７

Ｐ
 

∴ＮＡＢ＝
２

－
７３

Ｐ（－なので圧縮力） 

正答は２である。 

 

正答 2
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14QR0205 
問題  

図のような荷重が作用するトラスにおいて、部材Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤに生じる

軸方向力をそれぞれＮＡ、ＮＢ、ＮＣ及びＮＤとするとき、それらの値として、

誤っているものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋」、

圧縮力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ＮＡ＝
5 2

－
2

Ｐ  

2. ＮＢ＝－5Ｐ 

3. ＮＣ＝
2

－
2

Ｐ  

4. ＮＤ＝０ 

 

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ l

l l l l l l

R0205静定トラス	 ANo. 28 □□□ 14AR0205 
解説 正答──２ 

《反力を求める》 

剛体である単純梁として、つり合

い条件からＥ点の反力を求める。 
 

 

ΣＭＦ＝０より、 

(ＶＥ×６l )－(Ｐ×５l )－(Ｐ×４l )－(Ｐ×３l )－(Ｐ×２l )－(Ｐ×l )＝０ 

∴ＶＥ＝
５

２
Ｐ（上向き） 

《節点法で軸方向力ＮＡを求める》 

節点に集まる力はつり合うので、示力図を描き、三角比から軸力を求め、求

めた部材の上に軸力を描く。 

 

 

 

 

 

 

上図より、 

ＮＡ＝－
５２

２
Ｐ（節点Ｅを押しているので圧縮力） 

《切断して軸方向力ＮＢ、ＮＣを仮定する》 

部材Ｂ、部材Ｃを含んで切断した剛体で力のつり合いを確認する。図のよう

に軸方向力ＮＢ、ＮＣ、Ｎを仮定する。このとき、引張力を仮定することによ

り、計算結果の正負が「＋」ならば引張力、「－」ならば圧縮力を表す。 

《切断法で軸方向力ＮＢを求める》 

３つの未知数ＮＢ、ＮＣ、Ｎのうち、求めたいＮＢ以外の２力ＮＣ、Ｎ の作用

線が交わるＧ点を中心に、ΣＭＧ＝０の式を立てれば、ＮＢが求められる。 

ΣＭＧ＝(ＶＥ×２l )－(Ｐ×l )＋(ＮＢ×l )＝０ 

(
５

２
Ｐ×２l )－(Ｐ×l )＋(ＮＢ×l )＝０ 

∴ＮＢ＝－４Ｐ（誤） 

Ｅ

示力図

ＮＡ

Ｎ ＝－

（引張力）

Ａ

（圧縮力）

1

1
45°

三角比2
5Ｐ

2
√25

√2

Ｐ

2
√25 Ｐ

2
5Ｐ

2
5Ｐ

2
5Ｐ

2
5Ｐ＋

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

ＥＶ ＦＶ

Ａ

Ｅ Ｆ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

l l l l l l

解　説
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《切断法で軸方向力ＮＣを求める》 

３つの未知数ＮＢ、ＮＣ、Ｎ のうち、求めたいＮＣしかＹ方向の成分を持た

ないことに着目し、ΣＹ＝０の式を立てれば、ＮＣが求められる。 

ＮＣのＹ方向の分力を直角三角形の比(１：１： ２ )を用いて求めると、

Ｃ

２

Ｎ
となる。 

ΣＹ＝０より 

ＶＥ－Ｐ－Ｐ＋ Ｃ

２

Ｎ
＝０ 

５

２
Ｐ－２Ｐ＋ Ｃ

２

Ｎ
＝０ 

２

Ｐ
＋ Ｃ

２

Ｎ
＝０ 

∴ＮＣ＝－
２

２
Ｐ（正） 

《軸方向力ＮＤを求める》 

部材Ｄの下端はＴ形節点であり、Ｙ方向に力を受けて

いないので、部材Ｄの軸方向力は生じない。 

∴ＶＤ＝０（正） 

 

 

Ｄ

軸方向力ゼロ

Ｔ形節点

Ｐ Ｐ

Ｅ
Ｇ

l l

ＮＣ

ＮＣ

Ｎ

Ｎ

Ｃ

ＮＢ

1

145° 45° 145°

2
5Ｐ

√2

1
√2

1
√2

√2

ＥＶ ＝

正答 2
 

14QR0405 
問題  

図のような荷重が作用するトラスにおいて、部材Ａ、Ｂ及びＣに生じる軸方

向力をそれぞれＮＡ、ＮＢ及びＮＣとするとき、それらの大小関係として、正

しいものは、次のうちどれか。ただし、全ての部材は弾性部材とし、自重は

無視する。また、軸方向力は、引張力を「＋」、圧縮力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ＮＡ＜ＮＢ＜ＮＣ 

2. ＮＢ＜ＮＡ＜ＮＣ 

3. ＮＣ＜ＮＡ＜ＮＢ 

4. ＮＣ＜ＮＢ＜ＮＡ 

 

R0405静定トラス	 BNo. 29 □□□
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14AR0405 
解説 正答──１ 

《反力を求める》 

剛体である単純梁として、つり

合い条件からＤ点の反力を求め

る。 

 

 

 

ΣＭＥ＝０より、 

(ＶＤ×２l )－(Ｐ×２l )－(Ｐ×l )＋(Ｐ×l )＋(Ｐ×２l )＝０ 

∴ＶＤ＝０ 

《切断して軸方向力ＮＡ、ＮＣを仮定する》 

部材Ａ、部材Ｃを含んで切断した剛体で力のつり合いを

確認する。図のように軸方向力ＮＡ、ＮＣ、Ｎ１を仮定す

る。このとき、引張力を仮定することにより、計算結果

の正負が「＋」ならば引張力、「－」ならば圧縮力を表

す。 

 

 

《切断法で軸方向力ＮＡを求める》 

３つの未知数ＮＡ、ＮＣ、Ｎ１のうち、求めたいＮＡ以外の２力ＮＣ、Ｎ１の作

用線が交わるＦ点を中心に、ΣＭＦ＝０の式を立てれば、ＮＡが求められる。 

ΣＭＦ＝－(Ｐ×l )＋(ＮＡ×l )＝０ 

∴ＮＡ＝＋Ｐ 

《切断法で軸方向力ＮＣを求める》 

３つの未知数ＮＡ、ＮＣ、Ｎ１のうち、求めたいＮＣしかＹ方向の成分を持た

ないことに着目し、ΣＹ＝０の式を立てれば、ＮＣが求められる。 

ＮＣのＹ方向の分力を直角三角形の比(１：１： ２ )を用いて求めると、

Ｃ

２

Ｎ
となる。 

ΣＹ＝０より、 

－Ｐ－Ｐ＋ Ｃ

２

Ｎ
＝０ 

∴ＮＣ＝＋２ ２Ｐ 

ＮＣ

ＮＣ

1

145° 45° 145°
√2

1
√2

1
√2

√2

解　説 《切断して軸方向力ＮＢを仮定する》 

部材Ｂを含んで切断した剛体で力のつり合いを確認する。図のように軸方向

力ＮＢ、Ｎ２、Ｎ３を仮定する。 

《軸方向力ＮＢを求める》 

３つの未知数ＮＢ、Ｎ２、Ｎ３のうち、求めたいＮＢしかＹ方向の

成分を持たないことに着目し、ΣＹ＝０の式を立てれば、ＮＣと

同様にＮＢが求められる。 

ΣＹ＝０より、 

－Ｐ＋ Ｂ

２

Ｎ
＝０ 

∴ＮＢ＝＋ ２ Ｐ 

 

したがって、ＮＡ、ＮＢ、ＮＣの大小関係は、 

ＮＡ＜ＮＢ＜ＮＣ 

正答は１である。 

 

正答 1
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14QR0605 
問題  

図のような荷重を受けるトラスの斜材Ａ、Ｂ及びＣに生じる軸方向力をそれ

ぞれＮＡ、ＮＢ及びＮＣとするとき、それらの比として、正しいものは、次の

うちどれか。ただし、全ての部材は弾性部材とし、自重は無視する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＮＡ ： ＮＢ ： ＮＣ 

1. １ ： １ ： １ 

2. ３ ： ２ ： １ 

3. ４ ： ２ ： １ 

4. ５ ： ３ ： １ 

 

llllll

lＢ ＣＡ

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

R0605静定トラス	 ANo. 30 □□□ 14AR0605 
解説 正答──４ 

一部材の軸方向力を求めるには、切断法が適している。 

《反力を求める》 

荷重が対称なので、支点反力ＶＤ、ＶＥは荷重の合計５Ｐ の１/２となる。 

ＶＤ＝ＶＥ＝
２

５Ｐ
（上向き） 

 

 

 

 

 

 

《部材Ａの軸方向力ＮＡを求める》 

部材Ａを含んで切断し、外力の少ない左側に注目し、軸方向力ＮＡ、Ｎ１、

Ｎ２ を引張力として仮定する。 
３つの未知数ＮＡ、Ｎ１、Ｎ２ のうち、Ｙ 方向の成分を持つのがＮＡだけであ

ることに注目し、ΣＹ＝０からＮ Ａを求める。 

また、ＮＡのＹ 方向の成分は、三角比から Ａ

２

Ｎ
である。 

ΣＹ＝０より、 

２

５Ｐ
－ Ａ

２

Ｎ
＝０ 

Ａ

２

Ｎ
＝

２

５Ｐ
 

∴ＮＡ＝＋
２

２５ Ｐ
（＋なので引張力） 

《部材Ｂの軸方向力ＮＢを求める》 

部材Ｂを含んで切断し、外力の少ない左側

に注目し、軸方向力ＮＢ、Ｎ３、Ｎ４ を引

張力として仮定する。 
ΣＹ＝０より、 

２

５Ｐ
－Ｐ－ Ｂ

２

Ｎ
＝０ 

llllll

lＢ ＣＡ

Ｄ Ｅ

2
5

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

ＶＥ Ｐ＝2
5ＶＤ Ｐ＝

ＮＡ

ＮＡ

1

1 √2
√2

ＮＡ

√2

Ｄ

Ｎ１

ＮＡ

Ｎ２

2
5Ｐ

Ｐ

Ｄ

Ｎ３

ＮＢ

Ｎ４

2
5Ｐ

解　説
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Ｂ

２

Ｎ
＝

３

２

Ｐ
 

∴ＮＢ＝＋
３ ２

２

Ｐ
（＋なので引張力） 

《部材Ｃの軸方向力ＮＣを求める》 

部材Ｃを含んで切断し、外力の少ない左側

に注目し、軸方向力ＮＣ、Ｎ５、Ｎ６ を引張

力として仮定する。 
ΣＹ＝０より、 

２

５Ｐ
－Ｐ－Ｐ－ Ｃ

２

Ｎ
＝０ 

Ｃ

２

Ｎ
＝

２

Ｐ
 

∴ＮＣ＝＋
２

２

Ｐ
（＋なので引張力） 

したがって、 

ＮＡ：ＮＢ：ＮＣ＝
２

２５ Ｐ
：

３ ２

２

Ｐ
：

２

２

Ｐ
＝５：３：１ 

正答は４である。 

 

Ｐ

Ｄ

Ｎ５

ＮＣ

Ｎ６

2
5Ｐ Ｐ

正答 4
 

14QR0705 
問題 

図のような異なる荷重を受ける同一のトラスにおいて、部材Ａ、Ｂ、Ｃ及び

Ｄに生じる軸方向力をそれぞれ、ＮＡ、ＮＢ、ＮＣ及びＮＤとするとき、それ

らの値として、誤っているものは、次のうちどれか。ただし、全ての部材は

弾性部材とし、自重は無視する。また、軸方向力は、引張力を「＋」、圧縮

力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ＮＡ＝＋３Ｐ  

2. ＮＢ＝＋３２Ｐ  

3. ＮＣ＝＋Ｐ  

4. ＮＤ＝＋ ２Ｐ  

 

 

 

ＰＰ

Ｐ

Ｐ

l

l

l

ll

3

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

R0705静定トラス	 BNo. 31 □□□
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14AR0705 
解説  正答──４ 

支点から離れた一部材の応

力を求める場合は、切断法

が適している。また、片持

系トラスなので、切断後、

自由端側（上側）を考えれ

ば支点反力を求めずに効率

良く解ける。 

部材Ａ、Ｂ、部材Ｃ、Ｄを

含んで切断し、図のように

軸方向力ＮＡ、ＮＢ、Ｎ１及

びＮＣ、ＮＤ、Ｎ２を仮定す

る。このとき、引張力として、注目する上側を引っ張る方向に仮定すること

により、計算結果の正負が「＋」ならば引張力、「－」ならば圧縮力を表す。 

《ＮＡを求める》 

３つの未知数ＮＡ、ＮＢ、Ｎ１のうち、求めたいＮＡ以外の２力ＮＢ、Ｎ１の作

用線が交わるＥ点を中心にΣＭＥ＝０の式を立てれば、ＮＡが求められる。 

ΣＭＥ＝０より、 
(３Ｐ×l )－(ＮＡ× l )＝０ 
∴ＮＡ＝＋３Ｐ 

設問１は正しい。 

 

《ＮＢを求める》 

３つの未知数ＮＡ、ＮＢ、Ｎ１のうち、Ｘ 方向の成分を持つのがＮＢだけであ

ることに注目し、ΣＸ ＝０からＮＢを求める。 

また、ＮＢのＸ 方向の成分は、三角比

から Ｂ

２

Ｎ
である。 

ΣＸ ＝０より、 

３Ｐ－ Ｂ

２

Ｎ
＝０ 

∴ＮＢ＝＋３ ２ Ｐ 

設問２は正しい。 

 

Ｎ

Ｎ
√2 1

√2

1
√2

1

三角比

1
√2 1

45°45°45°

Ｐ

Ｐ

ＰＰ3

Ｆ

l

l

l

l

Ｎ２ＮＣ ＮＤ

Ｅ

l

ＮＡ Ｎ１ＮＢ

解　説 《ＮＣを求める》 

３つの未知数ＮＣ、ＮＤ、Ｎ２のうち、求めたいＮＣ以外の２力ＮＤ、Ｎ２の作

用線が交わるＦ点を中心にΣＭＦ＝０の式を立てれば、ＮＣが求められる。 

ΣＭＦ＝０より、 
(Ｐ×l )－(ＮＡ× l )＝０ 
∴ＮＡ＝＋Ｐ 

設問３は正しい。 

 

《ＮＤを求める》 

３つの未知数ＮＣ、ＮＤ、Ｎ２のうち、Ｘ 方向の成分を持つのがＮＤだけであ

ることに注目し、ΣＸ ＝０からＮＤを求める。 

また、ＮＤのＸ 方向の成分は、三角比から Ｄ

２

Ｎ
である。 

ΣＸ ＝０より、 

Ｐ＋Ｐ－ Ｄ

２

Ｎ
＝０ 

∴ＮＤ＝＋２ ２ Ｐ 

設問４は誤り。 

 

したがって、正答は４である。 

正答 4


